
11・Tomcat8 のインストール 
 

１．TeraTerm から VM へファイルを転送  

１・JDK の手順と同じやり方でファイルを VM へ転送する 

 

「ls -al」コマンドで 

赤字のアーカイブファイルとして 

追加されていることを確認 

 

２．Tomcat8 をインストール（解凍から設定まで手動で行う）  

１・セキュリティ上の理由で Tomcat は非特権ユーザー(root 以外)で実行しなくてはいけないので、 

  tomcat グループの tomcat ユーザーを新規作成する 

 

 

「groupadd tomcat」 

でグループの追加 

 

「getent group tomcat」 

で tomcat グループ一覧の表示 

 

最後に tomcat グループが作成されている 

「useradd -M -s /bin/nologin -g tomcat -d /opt/tomcat tomcat」でユーザーの追加 

 

 

「cut -d: -f1 /etc/passwd」 

でユーザー一覧の表示 

 

最後に tomcat ユーザーが作成されている 
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２・「mkdir /opt/tomcat」で Tomcat を展開する場所を作成 

 

ルートディレクトリ直下の 

opt 内に作成された 

 

３・「tar xvf apache-tomcat-8.5.60.tar.gz -C /opt/tomcat --strip-components=1」で展開 

 

「-C」オプションで展開先を指定 

 

「ls -al /opt/tomcat」で 

展開されたことを確認 

 

「cd /opt/tomcat」で 

カレントディレクトリを移動させておく 

 

４・tomcat グループに、インストールディレクトリ全体の所有権を付与 

 

 

「ls -al」で実行前を確認 

 

「chgrp -R tomcat /opt/tomcat」を実行 

 

「ls -al」で 

所有権が変更されていることを確認 
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５・「chmod -R g+r conf; chmod g+x conf」で conf ディレクトリの権限を付与 

 

tomcat グループに 

conf ディレクトリと 

その全てのコンテンツへの 

読み取りアクセス権を付与 

 

６・「chown -R tomcat webapps/ work/ temp/ logs/」で４つのディレクトリの所有者を変更 

 

tomcat ユーザーを、 

webapps , work , temp , logs 

各ディレクトリの所有者にする 

 

７・「vi /etc/systemd/system/tomcat.service」で、Systemd Unit ファイルを作成 

vi エディタを実行する 

 

ファイルが有れば開き、 

無ければ作成してから開いてくれる 

 

「i」で編集(INSERT)モードにして 

右記を記載 

「Esc」でコマンドモードに戻り、 

「:wq」で保存して終了 

保存しない場合は「:q!」で終了 

 

[Unit] 

Description=Apache Tomcat 8 

After=network.target 

 

[Service] 

User=tomcat 

Group=tomcat 

Type=oneshot 

 

ExecStart=/opt/tomcat/bin/startup.sh 

ExecStop=/opt/tomcat/bin/shutdown.sh 

 

RemainAfterExit=yes 

 

[Install] 

WantedBy=multi-user.target 



4 

８・「systemctl daemon-reload」を実行して、UNIT ファイルを読み込ませる 

 

９・「systemctl start tomcat」でサービスを起動させる 

 

実行前後に、 

「systemctl status tomcat」で状態を確認する 

inactive → active に切り替わっている 

 

10・「systemctl stop firewalld」でファイアウォールを停止させる 

 

実行前後に、 

「systemctl status firewalld」で状態を確認する 

active → inactive に切り替わっている 

 

３．VirtualBox のネットワークを設定して、ブラウザから起動させる  

 

１・VirtualBox のポートフォワーディングルールを下記のように追加 

 

 

名前（何でも良い） tomcat 

プロトコル TCP 

ホストポート 3333 

ゲストポート 8080 

ホストポートは、 

他と重複しなければ自由 



5 

 

２・ホスト PC でブラウザを起動して、「http://localhost:3333」にアクセスする 

  ※「3333」は、ホストポートに割り当てた値 

 

「Congratulations!」とオス猫に迎えてもらえれば無事完了 
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